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概要 ＥＡ (600字～800字程度にまとめてください。) 
 

日本の都市近郊における農業は、従事者の高齢化や担い手不足、高額な相続税や固定資産税の負担を背

景に、営農継続が危ぶまれている。よって、都市農業を維持していくためには、個々の農家の経営努力に

依存するだけでなく、都市住民のサポートや協力も必要である。本研究では、「農業体験・労働」や「循

環」という視点から、都市農業が目指す方向性や「持続可能性」を検討しつつ、その核となる農業者と消

費者を結びつける「食農連携」の可能性と課題を論じた。 

 第一に、都市農業に関する包括的な文献レビューを行い、都市農業に対する政策、市民からのまなざし

の変化が、1990年代に急速に変化し、都市における農業、農地の保全が重要なトピックスとして浮上して

きたことを明らかにした。第二に、都市農業における「農業体験・労働」に関して、市民による援農ボラ

ンティアの実態と、それが都市農業の持続可能性に及ぼす可能性と課題について考察した。第三に、東京

都日野市における、地場産の野菜を用いる学校給食の持続可能性を、農家、JA、行政、学校などのアクタ

ーの連関から考察し、農業者と消費者を結びつける「食農連携」の一つの形を論じた。第四に、都市農業

における生業と、市民によるさまざまな実践活動を結び、農業者と消費者を結びつける「食農連携」に関

する理論的考察を行った。以上の研究成果の多くは、法政大学サステイナビリティ研究教育機構の『サス

テイナビリティ研究』（第 3号・2012年）の特集として掲載される。 

 さらに、本研究を遂行する上で、首都圏以外の都市農業、農地保全に関する比較研究の道が開けたこと

も一つの成果である。しかしながら、2011 年 3月に発生した福島第一原発事故の影響で、放射線に関する

問題が発生し、本来、企画していた都市農業に関する実態調査が遂行できなかった点が本研究の課題であ

る。今後も本テーマに関する調査研究を継続していきたいと考えている。 
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欧文概要 ＥＺ 
 
This research examined the directivity of an urban agriculture and the "sustainability" of an urban 

agriculture from the viewpoint of "agricultural experience and labor", and "circulation." And it is 
especially discussed that the possibility and the problem of "food-agriculture Cooperation" which 
connect farmers and consumers. 
First, we performed comprehensive literature review about an urban agriculture. And it is examined 

that the perspectives of the policy and citizen to an urban agriculture changed in the 1990s, and it 
is showed that the preservation of the agriculture and farmlands in a city has becoming important topics. 
Second, in relation to "agricultural experience and labor" in an urban agriculture, it is considered 

that the realities of the volunteer for supporting farming by citizens. And it is showed that the 
sustainability of an urban agriculture influenced by the volunteer for supporting farming. 
Third, it is discussed that the sustainability of the school lunch using the vegetables from a local 

area Hino-shi, Tokyo, from the viewpoints of the relation of actors, such as farmhouses, JA, local 
administration, and schools. 
Finally, it is performed that theoretical consideration about "food-agriculture Cooperation" which 

connect farmers and consumers. 

 


